






戦後の系統学習期には，表 1-1-2 に記すように現在までに 6 つある（1）が，これらは，殊に
分数に関する限り，3 種類に分類することができる。正田（2）に従って概略を述べよう。
昭和 20 年代に告示されたものは生活単元学習を掲げた特殊なものであるので除外し，「系
統学習」とされた昭和 33 年告示のものから平成 20 年告示のものまでを考察の対象とする。
分数の代表的な教材としては，各期における学習指導要領の「記号と用語」の中から分数に




表 1-1-2 から，6 つの期は大きく 3 つに分類できることが分かる。第 1 期と第 2 期を見てみ
よう。項目の配列は同じである。






乙 第 3 期第 4 期
「あ～う」を（甲）から除いた形となる
丙 第 5 期 上記の 2 種以外である
さらに，第 6 期を比べてみよう。「（お）」が「お」になっている他は，配列に変わりはない。
この 3 つを「甲」として分類しよう。それに対して第 3 期は「あ」と「う」を欠いている。
そのため，「甲」とは別の種類であることが分かる。第 4 期は第 3 期と全く同じである。そこ
で，第 3 期と第 4 期を「乙」として分類しよう。第 5 期は「甲」とも「乙」とも異なるので，
これを「丙」として分類する。以上をまとめると，表 1-1-1 のようになる。
表 1-1-2：各期における分数の教材配列の変化
告示の年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 備考
昭和 33 年（第 1 期） あ い（お） う え か き（く）け こ さ 甲
43 年（第 2 期） あ い（お） う え か き（く）け こ さ
52 年（第 3 期） い（お） 　 え か き（く）け こ さ 乙平成元年（第 4 期） い（お） 　 え か き（く）け こ さ
10 年（第 5 期） 　 え （い）お （う）き　く　け 丙




略号 教材 略号 教材
あ 簡単な分数 き 約分・通分
い 分数でも加減法ができることを知る く 異分母の 2 つの真分数の加法とその逆
う 分数の相等関係（簡単な約分） け 異分母分数の加減（帯分数を含む）
え 帯分数・真分数・仮分数 こ 簡単な乗除（単位分数・整数など）
お 同分母の 2 つの真分数の加法とその逆 さ 乗法・除法
か 同分母分数の加減（帯分数を含む）
（乙）は（甲）と比較してみると，
あ：簡単な分数 ・割合の考え方の基礎となる，2 倍， 1─ 3 など
・ 1─ 2 ,
 1─ 3 などの簡単な分数








1－2　3 年生の分数と 4 年生の分数


















現行第 6 期の指導要領の 3 年生と 4 年生の内容について考察するために，その対照として
第 5 期の教材系列についてみておこう。
第 5 期の「お」はいわゆる分数部分からの繰り上がりを含むものとなった。具体的に言えば，
帯分数が既習であるので， 5─ 7 +
 4─ 7 のような，（真分数）＋（真分数）の場合に，教科書では

























































































試みに，昭和 35 年に検定され昭和 36 年に使用を開始された東書の算数の教科書（東書・
昭和 36）をみてみよう。
2 年の上 p.76 に「きりがみざいく」という章があり，「4 つにわけた 1 つをもとの『四ぶん
の一』といって  1─ 4  とかきます」とある。ここでは，折り紙を×のようにわけても＋のように























共通な分母 分子（左） 分子（右） 和のタイプ 問題の実際・備考
（1） 3 1 1 真分数  1─ 3
 + 
 1─ 3
（2） 5 2 1 真分数
（3） 9 5 2 真分数
（4） 7 1 4 真分数
（5） 4 1 3 1（整数）
（6） 8 3 5 1（整数）
（7） 6 5 1 1（整数）
（8） 10 3 7 1（整数）  3─10 +
 7─10
・（p.115）ここでは同分母分数の減法に関する問題が，8 題出ている。その内容を，表 2-2-2




共通な分母 分子（左） 分子（右） 和のタイプ 問題の実際・備考
（1） 7 5 3 真分数
（2） 5 3 1 真分数
（3） 8 7 4 真分数 引く数（可約）
（4） 10 9 6 真分数 引く数（可約）
（5） 12 7 2 真分数 引く数（可約）
（6） 6 5 4 真分数 引く数（可約）
（7） 9 7 7 0（整数）
（8） 15 12 8 真分数 引かれる数（可約）
表 2-2-3：（真分数）+（真分数）で繰り上がるなどの帯分数を含む加法（p.116）
足される数 足す数 備考
整数部分 分子 分母 整数部分 分子 分母
（1） 2 3 4
（2） 8 1 5 6
（3） 3 4 2 4 仮分数を帯分数に
（4） 4 9 7 9 同上
（5） 4 7 6 7 同上
（6） 5 8 4 8 同上
（7） 4 10 9 10 同上
（8） 11 12 8 12 同上
・（p.116）「分数のいろいろな計算をしましょう」として，「分数の計算で答えが仮分数になっ





足される数 足す数 備考整数部分 分子 分母 整数部分 分子 分母
（1） 1 1 9 4 9
（2） 3 8 1 1 8 ○
（3） 6 1 5 4 5 △
（4） 2 3 2 1 3 △
（5） 7 5 7 3 7 □
（6） 4 5 3 3 5 □
（7） 3 7 8 5 8 □○
（8） 5 6 4 5 6 □○
（注） 備考欄の略号は「○」は「和が可約」で，「△」は「和が整数になるもの」である。また，「□」は「繰
り上がりを要する加法」である。
・（p.117）「2  2─ 4 はかんたんにして 2









次いで，「1  1─ 3 －






（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8）
繰下がり － ▲ － － ■ ■ ■ ■
さらに，表 2-2-6 に記すような（帯分数）＋（帯分数）が出題されている。
表 2-2-6：（帯分数）+（帯分数）
足される数 足す数 備考整数部分 分子 分母 整数部分 分子 分母
（1） 2 4 7 2 1 7 －
（2） 2 2 5 1 2 5 －
（3） 3 1 4 1 3 4 △
（4） 2 5 9 3 5 9 □
（5） 1 5 8 2 5 8 □



















この観点で 2─2 の内容を 1 つにまとめたのが表 2-3-1 である。

























（帯分数）＋（真分数）＝（帯分数）：既約 4 p.14 ② 1 ～ 3，5











※は表 2-3-3，表 2-3-4 参照
116
表 2-3-3：表 2-3-2 の※ p.15 ⑥（帯分数）+（帯分数）の詳細
足される数 足す数
備考
整数部分 分子 分母 整数部分 分子 分母
（1） 3 1 5 1 2 5 －
（2） 1 3 8 2 4 8 －
（3） 3 6 2 5 6 －
（4） 2 4 7 2 2 7 －
（5） 2 1 4 3 2 4 －
（6） 1 2 9 3 1 9 ○
備考欄の略号は「○」は「和が可約」で，「△」が「和が整数になるもの」，「□」は「繰り上がりを要する加法」。「－」は，
「繰り上がりの必要のない加法」。
表 2-3-4：表 2-3-2 の p.16 ⑩（真分数）+（帯分数）などの詳細
足される数 足す数
備考整数部分 分子 分母 整数部分 分子 分母
（1） 3 4 2 1 4 △
（2） 1 4 5 3 5 □
（3） 3 6 2 5 6 ○□
（4） 1 3 4 2 3 4 ○□
（5） 3 5 6 1 4 6 ○□




ってみたのが，表 2-3-2 である。表 2-3-2 の「※」は p.15 ⑥と p.16 ⑩のことである。この
問題の詳細を p.15 ⑥は表 2-3-3 に，p.16 ⑩は表 2-3-4 に記す。即ちこの部分に関しては東書・
昭和 36 のために作った表 2-3-1 の枠組みが通用せず，問題の順が枠を超えている。さらに同
様な作業を，日文・昭和 36（8）で行ったのが表 2-3-5 である。なお，表 2-3-5 の※注 1 は，（真
分数）＋（真分数）＝（真分数）の 15 題が複数のページにわたって記されていることを示し
ている。少し詳しく見れば，p.94 には 12 題の問いが含まれる。この中には，⑨～⑪のように
和が仮分数になる問題が扱われている。しかし，仮分数を帯分数に直すことは，これ以降で教
えられているので，ここでは帯分数に直すことを要求していないと判断できる。よって，（真





次に，「※注 2」の 3 題中 1 題は  3─ 5 + 0 のことである。（整数）＋（真分数）の形ではあるが，
和は帯分数にならない。単なる練 習の目的とすればこのタイプであるので，ここに分類
した。





表 2-3-5：教科書の特徴（日文・昭和 36・4 年（下））
問題のタイプ 問題数 備考（掲載頁）
（真分数）＋（真分数）＝（真分数） 15 p.94，※注 1，p.101
p.102（真分数）＋（真分数）＝　　1 3







































































表 2-3-5 と同じ作業を平成 23 年度版の各 3 社で行ってみたのが，表 2-3-6 ～ 8 である。表 2-3-6 の「※ 注 1」は，表
2-3-5 の「※注 1」と同じ考え方のため「※注 1」と記した。表 2-3-7 の「※ 注 1」も同様である。
2－4　昭和 36 年度版と平成 23 年度版の 3 社の分析結果のまとめ
6 冊の教科書について小問の数を調べ
てきたが，表 2-4-1 に示した問題のタ





①昭和 36 の方が平成 23 より小問の
出題数が多い。
②昭和 36，平成 23 ともに日文が他の
2 社よりも小問の出題数が多くなっている。




























































②　昭和 36 と平成 23 を比較すると，段階 1 は昭和 36 の方が多い傾向にある。
図 2-4-2 は，6 冊の各段階の小問数の割合を比較したものである。3 社ともに昭和 36 の割合
は平成 23 のそれよりも多くなっている。ただし，平成 23 年の日文は昭和 36 の啓林よりも
問題数が多い。また，日文・平成 23 は「次の学習のために」として前の学年の復習を 4 題扱




③　啓林・平成 23 では，段階 4 の出題が 1 題もない。
啓林では，章末問題や巻末問題でも段階 4 の出題が 1 題もない。現行の学習指導要領 p.123
では，「第 4 学年では，同分母の分数，加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算がで
きるようにする。」と記されている。また，p.124 には「同様に 1  1─ 5 + 2
 3─ 5 のような帯分数ど
図 2-4-2： 教科書 3 社における 4 年分数の小問数の割合





















④ 　日文・東書・平成 23 では（帯分数）＋（帯分数）の計算において，和が「（帯分数）：繰
り上がり不要」しか扱っていない。






⑤ 　各社の段階 2 ～ 4 の出題順序は，必ずしも表 2-3-5 のような表の問題のタイプの順序通
りとは限らない。
表 2-3-1 は，東書・昭和 36 の問題の順序に沿った枠で作られている。段階 1 に関しては，




分数は単位より小さな量やはんぱな量を示す手段のうちの 1つである。文部省『小学校 算数 
指導資料　数と計算の指導』大日本図書，1986，の 5．1．3（p.220）に次のような記述がある。
小数を用いる必要にせまられる場面としては，例えば，
①　1 ｍ 25cm のように複名数で表された量を，大きい方の単位ｍだけで表す場合


















帯分数とは，1  2─ 5   のように整数と真分数を合わせた形の分数のことである。1
 2─ 5  は，1と，















x ∈ N，y ∈ N　⇒　x+y ∈　N
という性質を持っている。例えば 3 と 5 という 2 つの自然数を考えるとき，この 2 つに対し
て加法演算を行った結果 3 + 5 ＝ 8 もまた，自然数となる。このような場合，「自然数 N は，
加法＋に関して閉じている」という。
しかし，自然数は減法「－」に関しては閉じていない。例えば，3 － 5 ＝－ 2 は自然数では




しかし，Z は除法「÷」については閉じていない。例えば，3÷5 ＝ 0.6 は整数ではないか
らだ。有理数であるという性質 Q は，加減法・乗除法という四則演算について閉じているも
のとして数を拡張した結果である。p が有理数のとき「p ＝ ｍ─ ｎ（ただし，m ∈ Z，n ∈ N）と
なる m，n を p が持つこと」が Q によって表される性質である。
ここでの ｍ─ ｎ  は，有理数 p の表し方に過ぎない。1.6 も，1
 3─ 5  も，
 8─ 5  も，8 ÷ 5 として表せ
る整数 8 と自然数 5 があるという点で有理数なのである。このようにしてみると，仮分数の
表し方は，有理数であるという性質がより見やすい表し方であると言える。
中学校では，代数の規約として，乗法の演算記号×が省かれることもあって，帯分数としての
記法 1  3─ 5  は，むしろ避けられて，1＋ 
 3─ 5  のように，加法の演算記号＋を省かずに書くことがある。
3－2　現行の指導要領での扱い
　『学習指導要領解説　算数編』の，p.143 には，次の記述がある。
例えば，25─ 3  は，8



















































には，もっとラディカルな記述もみられる。「従来の指導において 2─ 3  + 
 2─ 3  ＝ 





















































































＋小を 2 題提示した。また，2 口の計算だけでは和が 2 未満になることしか理解できないた

























 ＋  3 ＝ 2 5─
7
   +   3 0─7
（3）は加数に分数部分がないため，子供は（2）と同じように
（3）2  ＋  1 
 3
─ 5   ＝  2 
 0
─ 5    +  1  
 3
─ 5
被 加数の分子部分に 0 を当てはめて計算するだろう。次に（ウ）～（オ）を順にみてみよう。
これらは計算の型は（帯分数）＋（真分数）であるが，和はそれぞれ異なる。また，（イ）は
分数部分（分子部分）に 0 を補って計算するのに対して，（ウ）～（オ）は整数部分に 0 を補
って計算する。（4）を例に見てみると，
（4） 2─ 7    +   2 
 4
─ 7
  ＝   0  2─ 7


























※ 1 宿題プリント①，※ 2 宿題プリント②の例題 1 題の問題数を含める
　また，昭和 36 と平成 23 の教科書各 3 社と宿題プリントにおける 4 年分数の小問数の割合


























かく見てみると，段階 1 と段階 2 の問題数も宿題プリントが一番多い。段階 4 の問題数は昭
和 36 とさほど変わりないが，段階 3 の問題数は一番少ない。これらより，宿題プリントは東
書と比較して小学校 3 年の復習や繰り上がりの基本型が多い傾向にあるということが分かる。
次に，図 4-4-2 を見てみよう。啓林の特徴として，昭和 36 の 4 つの段階の問題数はほぼ同
じだったので対し、平成 23 年は急激に問題数が減ったと同時に段階 4 の出題がなくなったこ
とが挙げられる。これらの特徴を踏まえて考察してみると，各段階の問題数の割合から，宿題
プリントは昭和 36 に類似していることが分かるだろう。
なお，日文は第 2 章でも記したとおり，昭和 36 と平成 23 では執筆メンバーがかなり異な
っており，出題形式にかなり異なり比較の対象とならないため、考察は省くこととする。
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★ 1 4─5 + 3
2─5 ＝  4
6─5































（1）8 5─9 + 1
4─9 ＝　　　　（2）2
5─7 + 3 ＝
（3）2 + 1 3─5 ＝　　　　　　（4）
2─7 + 2
4─7 ＝
（5）3 2─9 +
8─9 ＝　　　　　（6）
9─11 + 5
2─11＝
